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平成27年2月 24日に、設立された木曽地区協議会の組織は、広報誌第1詈 |こ組織の説明があります

が、地区の各区頭内で渚動する各種団体の集合体です。各団体の目的や方向性は多岐 |こわたるため、

活動内容調整の困難さが当初から懸念されていました。そして注目の記念すべき第1固定期総会が

平成27年 6月 23日 |こ開催されました。予算案をめぐり議論百出の末、平成27年度の活動内容が

下枠内のように決定されました。

今回の広報誌は、上記の決定を受 lすて、どのように渚動したかを報告させていただきます。

1.協議会マネプメント事業  (予算 10万円)
協議会の運営の充実を図るため、研修会を実施する

2.地功防災活動事業  (予算 65万円)
地域の防災活動を点検し避難所の運営方針等の共有化を図る

3.地域イベント支援事業  (予算 10万円)
地域のイベント情報の共有化を図り、さらなるイベントの充実|こ協力してい<

4.広報広聴事業  (予算 15万円)
活動同知チランを発行し地区内各種団体及びI青成員|こ配布

第 1回 定期総会報告

防災グツズの紹介及び実験・体験をする研修会

総会で話んヾ出ていた防災グツズについて、l本験・比較が

できるものを、役員会で精選した。

研修会参加者50筈で、体験検討し、実際|こ使えるものを

追求し、双の地頭防災活動事業企画につな|ずる研修会と

した。

木曽地区協議会防災研修会
(平成27年 12月 18日 於 :町田市教育センター)

「間仕切リグッズ」を

テント式

避難所用の

比較検討

協議会マネジメント事業報告
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【体験・比較した防災グッズ】
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ラジオ付き充電器 泥水から飲料水へ浄水器実験

(間仕切リテント2種、トイレテント&簡易トイレ、エアマット2種、プランケット2種、浄水器2種、ラジオ付き充電器を

体験し、防塵マスク2種、水なしシャンプー2種、アルコール液&ジェル、非常食おこげ&パンを比較しました)

【新間紙で作るスリッパ】
冊子『東京防災p.213』 で有名になつた「ズボンリュックサック」と同様に、ネット上には、様々な手作り

防災グッズの作り方が紹介されています。新聞紙で作るスリッパもその一つです。

httpsプ/wwwEyOutubeHcom/watch?v=dQPteLOt2TI
上記URLはYou Tubeの動画サイ トですが、宮崎日
日新聞社が提供している動画には、新間スリッパ以

外にも、皿、帽子、枕等々、新間紙での作り方が動

画で紹介さ才lています。また、ソナエルワークス

(代表 :備え・防災ア ドパイザーの高荷智也さん)
のページ、 httpプ /sonaeru.,p/goods/handiwork/
では、新聞スリッパと共に、他の身近な日用品で手

軽に作れる、ランプ、ランタン、マスク等々、役に

立つ防災グッズが紹介されています。

地域の皆さんのこ要望が多ければ、来年度のイベントでの講習会開催等も検討したいと思います。

また、木曽地区協議会の活動に関するこ意見を下記アドレスに、メールしていただければ幸いです。

よろしくお願いいたします。

木曽地区協議会のメールアドレス 電sotiku@outiook.com
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地域住民防災グッズ体験会
(平成28年2月 13日 於 :木曽境川小学校)

避難施設運営委員会及び中里橋&木曽南自治会と共催し、従来型の防災訓練ではなく、ゲーム感覚
で参加体験できる新イベントを実施し、参加者約90名が真尖」|こゲーム|こ取り組み、大変好評だつた。

① 防災グツズの説明と研修会報告

② トイレテントと簡易トイレの組立競争 (8人×3チーム対抗 )

③ 東京防災にあるズボンリュツクの工作競争 (3人×5チーム対抗 )

トイレテントの
組み立て競争、
真剣です

チーム分けと競技の
説明をしています

トイレテントの
完成見本展示

間仕切リテントの
完成見本展示
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避難所設詈L訓練 |こ協力する形で、事前の避難施設運営委員
会にも参加してB寺間を取つていただき、参加者約100篭に

対して、防災意識の喚起を促す話と防災グツズ体験を行い、

短 8寺間でも有効なものになつた。

避難施設運営委員会支援協力
(平成28年3月 11日 於 :忠生第三小学校)

説明場所です

防災グッズ
体験中です

①研4多会及び地域住民体験学習会報告

② 防受グツ家の紹介 (演示実験)

地域イベント支援事業報告



「家庭内の防災対策アンケート結果J
H28.2.13
実 施

①非常持ち出し袋等の
準備は?

②家族の待ち合わせ
場所は?

③家具転倒防止策は?

以上3つとも「はい」が6割弱～6割強、標準の 2倍程度の高い数値です。

④避難所の場所を     ⑤避難所利用の     ⑥独力で避難所へ
知っている?        可能性は?        行けますか?

⑤⑥は、災害時避難所の役割の大きさを示しています。⑦ l」 「ヽ独力で行けない」が16%と
′心配要素となりました。支援体制をしつかりしないとい|すません。

⑦避難所に対する     ③避難所スタッフを
不安材料は?         できる?

◎学校での防災教育
内容をご存じ?

避難所ヌタツフについて、頼もしい回答をいただきました。この地区は力強いですね。

⑩非常持ち出し袋の中身は?
ベスト5は、軍手25人、タオル23人、欽料水22人、懐中電灯18人、非常食18人でした。
今後、避難所・自治会・個人で、防災用品として、何を準備するべきか検討を続 lすましよう。

当日、50名の方がアンケー トに答えてく才1ま した。
この地区の防災の防災意識の高さが分かります。
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